種　２

レストランに入ると、裸に青いエプロンをつけたウエイトレスが僕の前にガラスのコップを二つ。ストレートの長い金髪がきれいな、細身のCカップだ。

　そいつがポットから、二つのコップに水を注ぎ、「この二つの水は。同種ですか？」と聞く。

　僕は泣きそうになりながら、「もしこのまま、空の向こうで星が燃えながら回り続ければ、二つのコップから似たような構造を持つ生き物が発生すると思う。…だけど僕は、何故それを考えなければならないのか分からない…。生き物を作ってどうする?食料なら、鉱物を化学処理すれば作れるはずだ…。…質問に対する僕の答えは、天に同じものがあるはずは無い。」
　女は、「同じポットから出た水でも、違うと考えますか…。いつか私が何人か子を産むとして、それらは、支配者と被支配者に分かれます。違うのだから当然でしょう。殺し合いと表現できる状態にもなるでしょう。それはしかし、…なぜ？」

　と言って、灰皿とコーヒーを置いて、向こうへ行った。

United Statesと聞いて、僕が真っ先に思いつくのは、USAとUSSRだ。

USSRはUnion（ソビエト） Socialist Republics　

　共産主義や社会主義と言う考え方は、日本人にはまだ難しい。特に、先祖から莫大な資産を引き継いだ者や、すでに成功した者にとっては。
　United　States　と言うスタイルは有名なのはアメリカだが、似たのはたくさんある。全ての国家が、ある程度の権限を、地方に作った小さな自治体に認めている。

　もともとは小さな王国がいくつか合体して、一つの国になった。

　その方が、大きな力が出せる。と言う結論に至ったのだろう。

民主主義と言うスタイル。United　Statesと言う考えの根本にあり、大きな力を出すための方法だ。

民主主義と言うのは、「支配者と被支配者が同一である。」と言う考え方だ。「我々が、我々を支配する。」と言う考え方の事だ。

選挙制度とは、ローマ帝国で始まったものすごく古い、民主主義の手法の一つだ。長い年月を、時とともに少しずつ姿を変えてきた非常に練りこまれたものだが、発想自体は、電話もインターネットも無く、社会構造も非常にシンプルだった大昔のモノだ。民主主義と言う目的を達成するためであれば、今の社会には対応していない。

資本主義社会と言うのは、どうしても権力の大きさに開きができる。それにより、支配者と被支配者に分かれるが、昔、200年くらい前なのかな…、フランスだかドイツだか…忘れたが、「ロマン主義」と言う考え方が生まれた。「もっと、集団でいる効果を高めよう。」と、民主主義と言う考え方を加速させたそれが、共産主義の前身だ。
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